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はじめに
本稿は、2019年度に中央図書館で実施した利用者アンケート調査の結果を報告するものである。利用者支援課では、
中央図書館ラーニング・コモンズ（以下、LC）改修を見据えた検討の一環として、図書館がなぜ利用者に好まれてい
るのかを明らかにするためのアンケート調査を 2016年度に実施した。その結果は、既に本誌で報告したとおりであ
る。今回は、2018年度のLC改修を経たことで、図書館に対する利用者の選好に変化が生じていないかを確認するた
め、同趣旨のアンケート調査を再び実施し、分析を行った。調査設計や結果分析を主として担当した筆者らが、利用
者支援課を代表して報告する。
I. 本アンケート調査実施の背景
A. 中央図書館ラーニング・コモンズ改修
中央図書館では、2018年度にLCの機能を拡充する改修工事を行い、2019年4月にリニューアル・オープンした
(1)。LC改修の検討にあたっては、利用者の図書館利用実態とニーズを把握するため、2015年度から 2017年度にか
けて観察調査(2)、アンケート調査(3)、インタビュー調査(4)と3つの大規模な利用者調査を実施し、本誌でそれぞれの結
果を報告している。これらの調査を通じ、利用者が図書館に求めるLCの要素、欠かしてはならない機能を明らかに
し、明確なエビデンスを基に図書館として目指すLC像を描き出すことに努めた。こうして策定された中央図書館LC
改修要件は、大まかに以下の3点にまとめられる(5)。
１）現在の図書館の機能を損なわないこと
各調査の結果、利用者の多くは図書館へのLC設置の重要性を認識し、許容していた一方で、従来の図書館の機能
に対する要望は大きいことが分かった。LC の機能を拡充しながらも、図書館資料を利用したり、静かに集中して学
習したりできる静謐なエリアなど、伝統的な環境も維持する必要性が見出せた。利用者の多様な利用形態や環境への
選好に応えるため、機器の利用可否なども含め適切にゾーニングを行い、様々な利用ニーズを想定したエリアと席を
設け、従来通りの図書館利用とLCとしての利用を共存させることとした。
そのための改修方策として、まず館内に散在したグループ利用可能なエリアを集約し、入退館ゲートから 2 階・3
階に及ぶ広範なエリアをActive Area（LC）として拡充するとともに、従来のQuietArea・SilentAreaとActiveArea
とはガラス遮音壁で物理的に区切ることにした(6)。図書館の奥に進めば進むほど、従来の図書館と同じ静寂なエリア
になるよう、明確で分かりやすいエリア区分を工夫した。また、さらに静かに図書館資料を利用するための Super
Silent Area、入退館ゲート外に飲食が可能なRefresh Areaと、新しいルールを適用するエリアを設定し、より幅広
く利用者の要望に応えられるようにした。
２）LCが設置されても、図書館はあくまで学習の場としての雰囲気や環境を保ち続けること
アンケート調査やインタビュー調査で利用者が挙げたLC改修への懸念は、「図書館が学習や研究目的以外に、ただ
賑やかに利用される場となること」に集約されていた。図書館LCは、あくまで学習・研究の場として相応しい利用
を前提とし、ただグループ利用率や発話率が高いだけの場とならないよう、図書館のアカデミックな雰囲気や、落ち
着いた空間を維持し、図書館資料を活用しつつ議論が行われる場を目指すことにした。
そのための改修方策として、LC とはいえ、過度な発話はしない、ある程度は静謐さを保たなければならないとい
った、一定に利用が抑制される雰囲気や環境を作り出すため、什器の機能だけでなく意匠にも配慮した。例えば、一
般的なLCには定番の「ファミレス席」や、複数人掛けの大型ソファは、学習の場に相応しくない利用がなされやす
いと懸念されたため、設置を避けた。また、グループ利用を促すには、軽くて動かしやすい机や椅子がより適当と考
えられたが、図書館の荘厳な雰囲気に合うよう、あえて重厚感のあるものを中心に選定した。
３）LC内でも個人利用とグループ利用が棲み分けられ、共存可能な設計にすること
アンケート調査やインタビュー調査から、図書館は時に1人になり、落ち着くことができる居場所として捉えられ
ており、そういった場は学内には数少ないことが分かった。LC 整備によって、そういった環境を好む個人利用者の
居場所が減少しないよう、グループと個人利用が棲み分けられ、お互いに配慮できる環境づくりを意識した。個人利
用の場合も、周りに人がいることが好ましく感じられ、他者の学習の様子から気付きが得られる環境を目指すことに
した。
そのための改修方策として、LC 内は他者の学習の様子が見通せるよう、エリアの仕切りはガラス壁を基本とし、
什器の高さもなるべく低めとなるよう配慮した。また、同一空間内でグループ利用と個人利用がともに可能な環境と
するだけでなく、LCの中でもどちらかと言えば 2階は、よりグループ利用、3階は、より個人利用を中心とする想
定とした。そのため、2 階にはさらに周囲をガラス遮音壁で区切り、一層グループ利用と発話をしやすくした学習室
を設置し、3階にはLCでありながらも個人利用を前提とした閲覧席のみを集めたエリアも設置した。
B. 2016年度中央図書館利用者アンケート
A節で述べたLC改修に向けた利用者調査の一環として、2016年5月18日（水）に「場所としての中央図書館利
用に関するアンケート調査」（以下、2016年度調査）を実施した(7)。2016年度調査は、2015年度に実施した観察調
査(8)によって明らかとなった多様な館内利用実態と利用傾向の分析結果を補完するため、利用者の図書館利用に対す
る主観的な意識や要望をアンケートによって明らかにすることを目的としていた。
2016年度調査は、図書館のどのような要素や環境の影響によって、利用者が図書館を利用しているのかを特定する
ため、政治学や行政学における政策過程の分析において、ある政策が誰の影響によってもたらされたのか、その影響
力構造を尋ねる形で問う手法を応用して設問を設計した点に特徴がある。この調査結果から、図書館が利用者に好ま
れる主要な要素、利用の決め手となる図書館の環境や機能を特定し、図書館としてのLCを検討する上での重要な手
がかりが得られた。この調査結果をベースに、さらに図書館のLCに必要な要素を見出すため、2016年度の観察調査
や2016年度インタビュー調査も追加実施することで、上述した改修要件を取りまとめるに至った。
II. 2019年度中央図書館利用者アンケート調査
A. 調査目的
2019年 4月のリニューアル・オープンを経た「LC改修工事の効果を確認すること」を調査目的として、2016年
度調査の継続調査にあたる「場所としての中央図書館利用に関するアンケート調査」（以下、本調査）を実施すること
にした。改修工事や新施設に関する評価・意見を利用者に直接尋ねるのではなく、2016年度調査で明らかにした改修
前の「利用者が図書館を好む要素や環境」について、改修後にどのような変化があったか確認することを通じ、工事
の評価を試みるものとした。
具体的には、改修後の利用者の図書館に関する選好と各エリアの利用方法を調査することで、2016年度調査時と比
べて利用者層が変容したのか、それとも変わらない層が利用しに来ているのかを明らかにする。特にActive Areaに
ついては大幅に拡充をしたため、その変化に着目する。例えば、以前より「図書館資料の利用」や「静かな環境」を
重視する利用者層が減じたのか、あるいはActive Areaでも資料利用を好む層が増加するなど「図書館のLC」とし
ての変化があったのかなど、実態を確認する。またActive Areaは、よりグループ利用を前提とした2階と、LCで
ありながらも個人利用を前提に設計した3階との利用者層の意識の違いを確認することで、想定通りの効果が表れて
いるのかどうかも確認する。他方、SilentAreaやQuietAreaは、従来の図書館の環境を維持することを狙ったエリ
アであるため、利用者の選好に大きな変化がないことが想定されるが、こちらも実態を確認する。
B. 利用者アンケートの設計
本調査の設問構成は、2016年度調査結果との比較検証ができるよう、基本的に2016年度調査のものを踏襲して設
計した。各設問の詳細は、資料1に実際に用いたアンケート用紙を示した。
新たに追加した2つの設問について説明する。まず、回答者の属性を尋ねる冒頭の設問に、調査当日の滞在予定時
間を聞く設問を加えた。これはアンケートで確認した滞在予定時間と、観察調査をもとに推計した中央図書館の利用
者1人あたりの滞在時間の数値を比較することを意図したものである。また、設問2-3として「改修前後で各エリア
の利用方法に変化があったか」という設問を追加した。この他には、改修そのものや改修後の変化について直接尋ね
る設問は設けず、2016年度調査と同じ設問とし、その結果の差異を見ることで、間接的に改修工事が利用者に与えた
影響や変化を確認することにした。
設問1-1、3-1で用いた本調査に独特な設問の組み立て方と集計方法を説明する。設問1-1を例にすると、回答者が
他の施設ではなく図書館を選好する決め手となる図書館の要素や環境は何かを選択肢を示して尋ね、回答者が中央図
書館を利用する際に欠かせないと思うもの、つまり影響力が大きいと考える図書館の要素や環境を3つ選択、順位付
けをさせている。1位を3点、2位を2点、3位を1点とし、その合計点を有効回答数で除して平均点を算出するこ
とで、各要素の影響力を数値化する。回答者の半数がある要素を3位に挙げた場合の平均点は0.5となり、回答者の
半数以上が欠かせないものと認識しているとみなすことができる。さらに各要素の影響力の大きさを分析するにあた
っては、1位率と得票率を指標として用いた。1位率は、その要素や環境を 1位、つまり最も図書館に欠かせないも
のとして選択した回答数が有効回答数に占める割合として算出する。1位率からは、「利用者が図書館に対して強く求
めている要素や環境、利用における影響力が最も大きいと認識されている機能」が読み取れる。一方、得票率は、そ
の要素や環境を 1位・2位・3位いずれかに選択した回答数が有効回答数に占める割合として算出する。得票率から
は、「順位に関わらず影響力がある要素」が特定でき、仮に 1 位率は低くても得票率が高い要素は、注目すべき図書
館に求められる要素や環境とみなすことができる。
C. 利用者アンケートの実施要領
アンケート調査は、平均的な利用形態がみられる授業実施時期の平日・晴天の日、かつ2016年度調査と同じ5月
に実施することとし、条件の合った2019年5月22日（水）を調査日とした。中央図書館内は、各エリアごとに多様
な形態で利用されており、2016年度調査から、各エリアの利用者ごとに図書館を選好する決め手が細かな点で異なる
ことが明らかとなっていた。そこで本調査でも、回答者の利用エリア別に分析ができるよう、エリアごとに配付する
アンケート用紙を区別し、さらにActive Areaに関しては、よりグループ利用を想定した2階と個人利用を想定とし
た3階に分けて分析できるようにした。
アンケート用紙の配付方法も 2016年度調査と同様の方法を採り、調査当日の開館時間中、10:00、13:00、16:00、
19:00の4回、図書館職員が館内を巡回し、1・2・3階のSilent Area、Quiet Area、Active Areaに滞在するすべて
の利用者に直接アンケートを配付し、退館時に回収箱への提出を依頼した。地下研究書庫や閲覧個室、バックナンバ
ー書庫、4階の各施設の利用者は配付対象としなかった。
第1表 アンケート配付数および回収数実績
第1表に、配付したアンケート数および回収数の実績を示した。全時間帯・全エリアを合計して1,057のアンケー
トを配付し、回収数は518、そのうち有効回答数は499、配付数に対する有効回答率は47.2%であった。
第2表 図書館の利用資格（n=415）*当該設問未回答者84名除く
第2表にアンケート回答者の利用資格を示した。2016年度調査では、あくまで現役学生および教職員の意向をLC
改修工事に強く反映させるという趣旨から、卒業生である校友はアンケート集計結果からは除いていた。本調査は、
改修後の中央図書館の利用実態をより広く把握することを意図し、校友の結果も集計することにした。
第3表 図書館の利用頻度（n=410）*当該設問未回答者89名除く
第4表 滞在予定時間（n=404）*当該設問未回答者95名除く
回答者の図書館の利用頻度は第3表の通りで、図書館を週に複数回利用する者が半数以上を占めており、この傾向
は 2016年度調査と変わっていない。また第 4表に調査当日の回答者の滞在予定時間を尋ねた結果を示したが、1時
間以上に渡って滞在予定の者が9割を占めるという結果となった。観察調査による推定では、授業実施時期の利用者
1人あたりの滞在時間は、2017年12月調査時は約104分、2018年12月調査時は約114分であった。アンケート回
答者にはヘビーユーザーが多く、滞在時間がより長い傾向の利用者が中心と推測されること、滞在時間が短い立ち寄
り利用者はあまり本アンケートに回答ができていないであろうことを加味すると、妥当な推定値と考えられた。
また、アンケート回答者の大半が個人利用者であったことも特記しておく。SilentAreaやQuietArea、3階Active
Areaは、利用者の多くが個人利用者だった。グループ利用者が一定数いる2階ActiveAreaでも、全利用者にアンケ
ートは配付したものの、当日の利用者の様子やアンケート投函の様子を筆者らが確認した限りでは、実際にアンケー
トに回答したグループ利用者はそれほど多くなかった。以下に分析する調査結果も、図書館のヘビーユーザーである
個人利用者が中心の傾向であることは予め明記しておく。
III. 利用者アンケート結果
各調査項目のアンケート結果の概要を以下の通りまとめる。
A. 中央図書館の施設や機能について
1 中央図書館を利用する際に欠かせないと思う要素や環境
中央図書館を利用する際に欠かせないと思う要素や環境について、9つの選択肢から3つを順位付けして選択させ
て平均点を算出し、平均点が0.5以上のものを網掛けした上で第5表に示した。その中でも平均点1.0を超えるのも
のは、特に影響力の高い要素・環境として濃い網掛けをしている。さらに詳細な分析を加えるため1位率・得票率を
算出し、1位率の降順で並び替えたものが第6表であり、これが中央図書館が利用者に好まれる要因を示した順位と
なる。第5表、第6表ともに、2016年度調査時の数値も比較のために示した。
第5表 各要素・環境の影響力の平均点
第6表 中央図書館を利用する際に欠かせないと思う要素や環境（全エリア合計）
2016年度調査時と変わらず、本調査でも1位率が最も高い要素は「必要な資料がある」ことであり、1位率として
は2位である「静かである」という環境が得票率では1位となり最も広く支持されていた。LC改修を経ても変わら
ず、図書館資料という図書館の中核をなすコンテンツと、図書館の静謐な環境が、利用者には最も欠かせない要素と
して好まれていた。しかし、この両者とも平均点・1位率・得票率のいずれも 2016年度調査時より数値を落とし、
選好の度合いは低くなっている。
これに対し、平均点・1位率・得票率いずれも2016年度調査時より数値を伸ばし、支持を広げたのが、「一人で作
業ができる」と「利用したい時に開館している」ことであった。ともに 2016年度調査時も高い得票率で好まれる要
素であったが、本調査ではさらに平均点と 1位率を伸ばしている。LC改修により、これまで以上に学習の場として
図書館が利用される傾向が強まり、同じく支持を伸ばした「無線LANで PC等が利用できる」ことと合わせて、学
習施設としての利便性に関わる要素や環境がより選好されるようになったと考えられる。
もとより高い支持を集めていた「一人で作業ができる」という利用方法が、グループでの利用を想定したActiveArea
を拡充した改修後にも関わらず、むしろ1位率・得票率ともに高くなり、より重視されるようになっていたことは注
目に値する。伝統的な図書館利用形態といえる「静かに一人で作業ができる」ことを、半数以上の利用者は引き続き
重要な要素として求めている。LCの主要な要素と言える「グループで利用できる」ことに関しては、2016年度調査
より数値は伸ばしたものの、1位率1.6%、得票率8.2%にとどまっていた。
第7表 中央図書館を利用する際に欠かせないと思う要素や環境（SilentArea利用者）
第8表 中央図書館を利用する際に欠かせないと思う要素や環境（QuietArea利用者）
第9表 中央図書館を利用する際に欠かせないと思う要素や環境（ActiveArea利用者全体）
第7表から第9表に、各エリアごとに利用者が図書館に求める要素や環境の平均点、1位率と得票率を、2016年度
調査の値とともに示した。2016年度調査では、エリアごとに確認しても、利用者が重要視する要素や環境はまず「必
要な資料がある」と「静かである」ことであった。本調査でも、2016年度調査時より選好の度合いは低くなったもの
の、Silent AreaとQuiet Areaではこの両者が最も好まれる要因であった。Active Areaでは、最も1位率が高い要
素は「必要な資料がある」だが、平均点と得票率が最も高いのは「無線LANで PC等が利用できる」であり、他に
も平均点1.0以上を獲得した要素・環境が多く、利用者の選好の多様性がうかがえるなど、2016年度調査時とは結果
が一変し、SilentAreaやQuietAreaとは異なる傾向が見られた。以下、エリアごとにさらに詳細に結果を分析する。
まず、SilentAreaは、全エリアの中で唯一「静かである」ことが1位率で最も高く、平均点・得票率ともに2016
年度調査よりも高くなっていた。LC 改修を経て、図書館内で発話ができる環境が拡充されたこともあり、図書館に
対して特に静謐な環境を好み重要視する利用者が、SilentAreaを一層好んで利用するようになったと考えられる。一
方で、2016年度調査でSilentAreaは「一人で作業ができる」ことも強く好まれていたエリアだったが、本調査では
平均点・1位率を大幅に落としている。「一人で作業ができる」ことを特に強く志向する利用者は、静かなSilentArea
よりも後述する3階Active Areaを好んで利用する層が増えたことによる変化と考えられる。
Quiet Areaでは、Silent Areaと同様に「静かである」ことを求めながらも、2016年度調査時を超える平均点、1
位率と得票率で「無線LANで PC等が利用できる」ことが支持されるなど、図書館資料の利用や静かに一人で集中
して作業をすることに加え、「PCを用いた作業」に重きを置く利用者が多いことが分かる。
第10表 中央図書館を利用する際に欠かせないと思う要素や環境（2階ActiveArea利用者）
第11表 中央図書館を利用する際に欠かせないと思う要素や環境（3階Active Area利用者）
Active Areaは、よりグループ利用を前提とした2階と、より個人利用を想定した3階に分けて、さらに分析した。
第10表に2階Active Area、第11表に3階Active Areaの利用者に絞り、図書館に求める要素や環境の平均点、1
位率と得票率を示した。2階Active Areaは、「必要な資料がある」ことの1位率が最も高く、「静かである」ことや
「一人で作業ができる」ことを志向する利用者が多いことに加え、「グループで利用できる」という要素が得票率で
21.8%を獲得していることが他のエリアにはない特徴であり、2016年度調査時のActive Areaの傾向に比較的近い。
一方、3階Active Areaは「一人で作業ができる」という要素が1位率22.9%で最も好まれており、この傾向は2階
Active Areaとも、SilentAreaやQuietAreaのいずれとも異なっていた。また、「静かである」ことについては1位
率12.5%で、得票率もSilentAreaやQuietAreaほど高くなかった。つまり3階ActiveAreaは、SiletAreaやQuiet
Areaよりも「一人で作業ができる」ことが強く選好されているにも関わらず、環境としては「静かである」ことを他
エリアほど強く求めない利用者が多いことが分かる。また、Active Areaでありながらも、「グループで利用できる」
の得票率は6.9%にとどまっており、個人利用を想定した設計通りの傾向となっている。LCとして、個人利用の場合
でも周りに人がいることが好ましく感じられ、他者の学習の様子から気付きが得られる環境を意図していたが、3 階
Active Areaはまさにそのような利用形態となっていた。また、他のエリアのように30%を超える1位率で支持され
る要因はないが、平均点1.0以上の影響力の高い要素・環境が5つあることからも、従来のどのエリアの利用者層と
も類似しない、多様で異なる選好を持つ利用者が多いと分かる。改修の結果、3階ActiveAreaは「図書館のLC」と
して、従来にない特徴的な利用形態となっていることがうかがえた。
2 普段、中央図書館をどのような用途で利用しているのか
続いて、中央図書館を普段どのような用途で利用しているのかについて選択肢を示し、複数回答を認めて尋ねた。
それぞれの回答数が有効回答数に占める割合を降順にまとめ、2016年度調査時の結果も合わせて示したものが第 12
表である。この結果から、2016年度調査と同様に「レポート、論文作成」、「授業の予習・復習」や「期末試験等の勉
強」などの学習用途が多くを占め、場所としての図書館の利用が大半であることが分かる。「資料を利用する」や「資
料を借りる」は、2016年度調査よりもやや減少したものの、引き続き 50%前後の利用者が用途として挙げていた。
前項で、利用者の「必要な資料がある」ことへの選好の度合いはやや低くなったものの、未だに最も欠かせない要素
となっていることを指摘したが、この傾向通り、単なる勉強場所としてだけではなく、図書館資料の利用が重要な用
途となっていることが確認できた。また、35.1%の利用者が、単に「空き時間を過ごす」場所として図書館を利用し
ており、引き続き図書館が居心地のよい時間を過ごすための居場所として認識されていることもうかがえた。「グルー
プ学習・ディスカッション」は改修前とあまり変わらない割合であり、LC 改修を経ても学習のための利用や図書館
資料の利用が中心であり、利用目的が極端に大きく変容してはいないことが確認できた。
第12表 普段、中央図書館をどのような用途で利用しているのか（複数回答可）（n=499）
3 普段よく中央図書館で利用する場所はどこか
次に、普段よく利用する中央図書館内の場所について複数回答を認めて尋ね、回答数が有効回答数に占める割合を
示したものが第13表である。2016年度調査の割合も比較のため示しているが、当時存在していなかった施設につい
ては、同じ場所に設置されていた施設の割合を示している。
2016年度調査と同様に、直接アンケート配付を行わなかった場所についても、ほぼ万遍なく利用する場所として挙
げられており、館内施設が幅広く利用されていることが分かった。その中でも、本アンケート回答者に特によく利用
されているのはSilentAreaとQuietAreaの閲覧席（①、②、⑧、⑨）であり、いずれも25%を超える支持を受けて
いる。改修により拡充されたActive Area（③、④、⑤、⑩、⑪）は、個人利用を想定した⑩コモンズ3、⑪コモンズ
4は20%を超える高い支持を受けている。本アンケートの回答者は個人利用者が多いため、グループ利用を想定した
③コモンズ1（12.6%）、④コモンズ2（18.6%）、⑤2階グループ学習室A・B（11.4%）はコモンズ3・4に比べやや
支持の割合が低くなったと推測されるが、どのActive Areaの施設も一定の利用がなされている。また、LC改修工
事を機に新たに設けられた、飲食可能なRefresh Areaにあたる⑦リフレッシュ・ルームとリフレッシュ・コーナー
も7.2%と、設置からわずか1ヶ月半でありながら、一部の利用者に活用されるようになっていた。
第13表 普段よく中央図書館で利用する場所（複数回答可）（n=499）
4 中央図書館の施設や機能について要望や改善してほしい点
最後に、自由記述で図書館の施設や機能についての要望や改善点を3点記入してもらい、1位に挙げられた要素の
みを抜粋し、主要なカテゴリに分けたものを資料 2としてまとめた。最も多い要望は、2016年度調査時から変わら
ず「開館時間・日数」に関するのもので、特に土日の開館時間が平日と比べて短いことについての言及が多かった。
また本調査では、「各エリアに関する意見」が2016年度調査時よりも数多く寄せられた。改修工事を機に、各エリア
の環境についてむしろ利用者に強く意識されるようになり、具体的な要望がさらに表れることになったものと推測さ
れる。内容としては、エリア分けそのものやルールに対する意見というよりは、各エリア内で禁止されている利用に
関する指摘や、ActiveAreaのマナーに関する要望が中心であった。特にActiveArea内の利用マナーについては、あ
る程度利用者の良識に任せ、環境や雰囲気による一定の抑制を図ることとし、図書館としては具体的な注意事項の掲
示等は最小限としてきたが、今後どのような対策をすべきかを検討する必要性が示されている。その他にも「館内環
境」や「閲覧席」、「館内施設・設備」について具体的な改善の要望が多数挙げられた。2016年度調査に引き続きトイ
レ環境に対する要望は多く、また今回改修の対象とならなかったSilentAreaやQuietAreaの施設や什器の改善に関
しての意見、SilentArea内でコピー機等の音が響き静謐な環境が保たれていない場所の指摘など、具体的かつ妥当な
改善要望が多く挙げられており、いずれも中長期的に必要な対応として検討を行うことにした。また、例えば「閉館
時間にエレベーターを使うと国際会議場側が真っ暗である」や、「一部でのフロアマップやサイン等の掲示が不十分で
ある」、「カウンターでのスタッフの声が気になる」といった、すぐにでも改善が可能な要望については、既に対応を
行っている。他には、空調、電源の数、立ち寄り利用のためのテーブル、新たな用途の部屋の新設等の意見も複数挙
げられていた。2016年度調査時には、無線LANに関して頻繁に接続し難くなること、速度が遅くなること、そもそ
も繋がらない場所があることに改善の要望が多く寄せられたが、本調査ではその件数はやや減少した。2016年度調査
以降、調査結果を受けて主要エリアの無線LANを強化したことが功を奏したと考えられる。2016年度調査時に、喫
食環境については建物内または近くで飲食可能スペースの設置要望が多数挙げられ、それに応える形で改修で
RefreshAreaを設置した。その効果もあり、飲食可能スペース設置要望は本調査では要望数は減り、むしろRefresh
Areaの機能の強化や、ゲート内に設置されている冷水機の改善への要望が挙げられていた。
B. 中央図書館の利用エリアについて
この調査項目は、第1図に示した現状の中央図書館のエリア分けとそのルールについて、LC改修工事に伴いActive
Areaを大幅に拡充したことを経た変化も踏まえ、改めて利用者から率直な意見を聞くことを意図して設定した。
1 今のエリアを利用していた理由
まず、回答者が利用していたエリアについて、なぜそのエリアを利用していたのか自由記述で理由を尋ね、結果を
主要なカテゴリに分けて資料3にまとめた。SilentAreaとQuietAreaについては、従来の図書館の環境を維持する
という狙い通り、共通して「静かである・集中できるため」、「必要な資料の利用のため」が多く理由に挙げられ、Silent
AreaとQuietAreaを積極的に評価する利用者は引き続き多いことが分かった。さらに個別に見ていくと、SilentArea
ではより「静かである・集中できるため」を選好する利用者が多いが、QuietAreaでは「機器が利用できるため」や
「無線LANや電源などの環境のため」と、PC等の機器が利用できることを理由に挙げる利用者が多く、明確にエリ
アの意図に応じた使い分けがされている。2階Active Areaは、備付PCが多く設置されたエリアということもあり
「機器が利用できるため」が多く、次いで「発話ができる・グループ利用ができるため」が理由に挙げられ、LC を
意図した想定通りの利用がされていた。これに加えて、「ほどよく人の話し声が聞こえて作業しやすい」、「ほどよい雑
音があって過ごしやすい」、「人の気配があり集中できる」、「気を遣わないで作業できる」、「周りの人たちも頑張って
いる姿が見えやすいので、自分の刺激になる」などの回答に代表される、「静かすぎず気兼ねなく利用ができる」環境
を理由に挙げる利用者が多かった。これは、単に静謐な環境ではない、一人での利用の場合であっても「LC として
周りに人がいることが好ましく感じられる・他者の学習の様子から気付きが得られる環境」という、改修の狙い通り
の反応と言える。改修の結果、従来にない特徴的な利用形態が見られた3階Active Areaの利用者からは、2階Active
Areaと同様に「機器が利用できるため」と「静かすぎず気兼ねなく利用ができるため」が主な理由に挙げられていた。
2 階と異なるのは、「発話ができる・グループ利用ができるため」よりも、「静かである・集中できるため」の方が多
く理由として挙げられている点と、「席に仕切りがあるため（LCだが個人席があるため）」が挙げられているように、
より個人利用の傾向が強い点である。また、「机や椅子が快適なため」や「居心地がよいため」、「新しい、綺麗なため」
など、改修後の施設や什器、新しい環境そのものが評価され、利用者に好まれていることも3階Active Areaに特徴
的な点である。これらの結果から、館内の各エリアが利用者の様々な選好や利用の意図によって使い分けられており、
エリアルールが機能していることを確認できた。
第1図 2019年9月現在の中央図書館のエリアルールと主要フロアのエリア分け
2 各エリアの席数について
続いて、各エリアの席数について「減らすべき」「適当である」「増やすべき」かを選択してもらい、その理由を自
由記述で尋ねた。それぞれの選択肢が選ばれた割合を示した結果を第 14 表に示し、これらの選択の理由を自由記述
形式で尋ねた結果をカテゴリ分けしたものを資料4にまとめた。
第14表 各エリアの席数について（n=499）
いずれのエリアも「適当である」が7割を超え、大半の利用者は現状の各エリアの席数は適当と考えていることが
分かった。その中でも、Quiet AreaとActive Areaでは「増やすべき」という答えが20%を超えてやや高かった。
QuietAreaを「増やすべき」という答えは2016年度調査時（32.5%）よりは減り、ActiveAreaを「増やすべき」と
いう答えは2016年度調査時（13.9%）より増えている。Quiet Areaを増やすべきという理由としては「混んでいる
ため」に加え「PC・電卓を使いたい」というエリア特有の機能が挙げられている。ActiveAreaも同様に「混んでい
るため」のほか、「発話やグループ利用できる環境を増やしてほしいから」といったエリア特有の機能が挙げられ、加
えて「利用しやすい・快適だから」も理由に挙げられていた。QuietAreaとActiveAreaの各機能は、さらに席数の
増加を求められるほどに利用者に概ね浸透し、活用されていることがうかがえる。
一方、「減らすべき」という答えの理由を見ると、SilentAreaについては「PC・電卓を使えないエリアは不便なた
め」、「他エリアに比べ利用者が少ないため」、ActiveAreaについては「図書館で発話やグループ利用はすべきでない
ため」や「発話やグループ利用ができる他の施設があるため」が特に多く挙げられていた。全館でPC利用を認める
べきという意見や、LCの機能は図書館に相応しくないといった意見は、今も根強く見られることが明らかとなった。
しかし、「減らすべき」という意見の一方で、これらの機能を好む利用者がいることは各エリアの「増やすべき」への
答えの結果から明らかであり、利用者の多様な利用形態や環境への選好に応えるため、機器の利用可否・会話の可否
を含めてエリア分けをすることの必要性が示されていると言えよう。しかし、Active Areaについては、数は少ない
ながらも「本当に学習しているか微妙」、「学習以外の用途で使う人が多すぎる」といった、「学習目的以外で利用され
る」ことへの指摘が見られた。これらは図書館の意図に反した利用であり、Active Area内の利用マナーについては
対策の必要性が示されていた。「ActiveAreaでも話せる雰囲気ではないのでそれならなくしても良い」や「Active Area
でしゃべっている人はそれほど見かけずQuiet Areaとそこまで大差はない」などの指摘については、徐々にルール
の浸透が進んでいく中で、どのように利用が変化していくのかを注視しなければならないだろう。
3 改修前後で各エリアの利用方法について変化があったか
次に、改修前後の各エリアの利用方法について、改修前の図書館の利用経験の有無、利用したことがある場合には
利用方法の変化の有無を尋ね、第 15 表に結果を示した。利用方法が変わったという回答者に対しては、その内容や
理由について自由記述で尋ね、その結果を資料5にまとめた。
「改修前の中央図書館を使ったことがある」と答えた利用者のうち、改修前と利用方法が変わらない者は 56.7%、
利用方法が変わった者が43.3%であり、半数以上の利用者には改修による変化はなかった。利用方法が変わったとい
う内容については、「各エリア分けやエリアルール、複数エリアの使い分けに言及したもの」、「特定エリアの利用や選
好に言及したもの」、「エリア以外の、館内の施設や設備、環境や雰囲気の変化に言及したもの」、「利用の変化にのみ
言及したもの」の 4 つにカテゴリ化したが、ほぼ大半が肯定的な内容であった。「エリアの区分けが分かりやすくな
ったのもあり、その時々で適当なエリアを見つけられるようになった」、「気分に応じてActive AreaとQuietAreaを
使い分けている」、「その日の作業や気分で適当な場所が選べる」など、各エリアが使い分けられるようになったとい
う回答のほか、「Silent Areaを利用するようになった」、「3階Active Areaのコモンズ4の使用頻度が上がった」の
ように特定のエリアを指定して利用していることが分かる回答など、エリアの設定に起因する変化が多く挙げられて
いた。いずれも、図書館の想定通りにエリア分けが機能し、利用者にとって肯定的な利用の変化に繋がっていること
が確認できた。また、「一番大きな変化は「居心地が良くなった」ため「長く滞在する」ようになった点」、「とりあえ
ず来る場になった→本を手に取ることが増えた」、「図書館で作業・勉強したいと思うようになった」など、図書館を
学習の場と捉え、居心地よく長時間滞在するような利用の変化も多く見られた。
懸念されたような、従来の利用形態を一変させてしまうような変化はなく、利用方法が変わった利用者も肯定的に
捉えられており、その変化も概ね本LC改修で狙った意図通りのものであることが確認できた。
第15表 改修前後の各エリアの利用方法について（n=461）
C. 図書館・図書室以外の学習施設について
三つ目の調査項目として、他の学習施設と比べた時の図書館の特徴や、好まれている点をより明確にし、図書館と
して外してはならない要素を見極めるため、よく利用する学内施設に関する設問を設けた。
1 図書館・図書室以外によく利用する学内の学習施設、自習場所、時間を過ごす場所
設問1-1と同様に、図書館・図書室以外によく利用する学内施設について、9つの選択肢から3つを順位付けして
選択させ、平均点、1 位率と得票率を算出した。この設問の集計結果を 1 位率の順に降順で並び替えたものが第 16
表である。
第16表 図書館・図書室以外によく利用する学内の学習施設、自習場所等
2016年度調査では、「コンピュータールーム」が平均点・得票率ともにやや高かったものの、1位率が最も高かっ
たのは、図書館の他に特によく利用する学習施設は「特にない」であり、圧倒的に支持を集める施設はなく、早稲田
キャンパス内において自習可能な学習施設が不足していることが読み取れる結果だった。この間、図書館でLCの拡
充が進められたことに並行して、大学の方針を受けて様々な学内施設でもLCを念頭に置いた学習・自習場所の新設
や拡充が進められた。その整備の影響もあってか、本調査では「各学部・研究科の学生ラウンジ」が大きく支持を集
め平均点1.0を超え、また2016年度以降も整備が続けられたW Space(9)が1位率・得票率ともに2016年度調査時の
数値を超えるなど、よく利用される学習施設・自習場所には変化が見られた。また、「学内の飲食施設」が平均点0.5
を超えたが、早稲田アリーナにオープンしたスターバックスコーヒーをはじめとした学内の飲食施設の拡充が行われ
たことも影響したと考えられる。引き続き「特にない」が平均点・1 位率ともに高いものの、図書館も含めて、大学
が新たに整備した施設が学生に浸透して利用されるようになったことがうかがえる。
2 上述の施設が中央図書館と比べて良いと思う点、悪いと思う点
中央図書館と比べて、図書館外の施設が良いと思う点と悪いと思う点を自由記述で尋ね、結果をカテゴリ分けして
資料 6 にまとめた。良いと思う点で特に多い意見は、「飲食しながら作業ができる」、「飲んだり食べたりしやすい」
といった「喫食環境」に関すること、「教室に近い」、「アクセスが良い」といった「立地」の良さに関すること、「ワ
イワイできる」、「周囲を気にせず人と話せる」といった「発話やグループ利用」がしやすいことであり、これらは2016
年度調査とほぼ同じ傾向であった。また、総じて図書館より利用ルールが緩く、「気軽に使える」、「開放的」、「リラッ
クスできる」といった、堅苦しくなく気軽に使える場所という「環境や雰囲気」を好む意見が多かった。一方で、悪
いと思う点は、圧倒的に「騒音があり静かでない・集中できない」ことであり、そういった状況に伴い「環境や雰囲
気」が良くないこと、「混んでいる」ことや「必要な資料が利用できない」ことを挙げる意見が多く、学習場所として
は落ち着かず、静かに集中することができないという内容が多数を占めた。また、その他の意見として、「そもそも図
書館とそれ以外の施設では利用目的が違うので、中央図書館と比べてどうとかは分からない」という指摘も見られた。
3 本日、上述の施設ではなく、中央図書館を利用していたのはなぜか
中央図書館が好まれる要因を掴むため、他の学内施設ではなくあえて中央図書館を利用していた理由を自由記述で
尋ね、結果をカテゴリ分けしてまとめたものが資料 7 である。様々な理由が挙げられているが、「静かである・集中
できるため」、「勉強をするため・課題に取り組むため」が多数を占めた。次いで「必要な資料の利用のため」で図書
館資料の活用が挙げられ、「落ち着く・雰囲気が良い・滞在しやすい」や「施設・環境が快適なため」といった学習の
ための雰囲気や施設そのものへの支持が集まっており、これらの状況は2016年度調査時からあまり変わっていない。
上の設問で尋ねた図書館の他に利用される学習施設の結果からも分かる通り、学内には静かに一人で集中ができる学
習施設が少なく、勉強をするための場所としてはまず図書館が利用され、施設だけでなく、図書館が提供する学習・
研究に必要な資料や情報源、図書館サービスそのものが求められていることが分かった。また、「みんなが勉強や研究
している」、「周りに勉強している人がたくさんいるので自然とやる気がでる」、「アカデミックな空気が流れている」
など、学習・研究の場としての環境や雰囲気が整った場所として、また「一人でいやすい」、「落ち着いて長時間作業
がしたかった」、「一番居心地が良い」など、図書館は居心地の良い長時間過ごすための居場所としても引き続き好ま
れていることが分かった。
IV. 調査のまとめ
A. 調査結果の総括
2016年度調査で明らかにした「利用者が図書館を好む要素や環境」については、LC改修を経ても変わらず、図書
館資料と図書館の静謐な環境こそが、利用者には最も欠かせない要素として捉えられていた。LC 改修により、これ
まで以上に学習の場として図書館が選ばれ利用される傾向が強まり、「一人で作業ができる」や「利用したい時に開館
している」、「無線LANで PC等が利用できる」といった、学習施設としての利便性に関わる要素や環境への選好が
強まるといった変化は見られた。しかし、従来と比べ大きく利用者層が変容するようなことはなく、図書館を好んで
利用していた層は変わらずに従来通りの利用をしていることが分かった。グループ学習や活発なディスカッション等
の利用を前提とするLCを拡充する上で、既存の利用者の利用傾向とのバランスを保つことは改修工事の大きな課題
となっていたが、改修後のActive Areaにおいても、「静かに一人で作業ができる」ことが、これまで同様に重要な要
素として求められていた。本調査結果からは、LC 改修を経て利用者が図書館に場として求める要素や環境の選好度
合いには多少の変化は見られたものの、図書館が好まれている根本的な要因や機能に大きな変化は生じていないこと
がうかがえた。
一方で、拡充されたActive Areaにおいては、従来にない特徴的な利用形態が見られた。よりグループ利用を想定
した2階Active Areaでは、「必要な資料がある」ことが重要な要素として求められつつも、他のエリアには見られな
い「グループで利用できる」という要素が高い得票率を獲得していた。他方、より個人利用を想定した3階Active Area
では、「一人で作業ができる」ことがむしろSilent AreaやQuiet Areaよりも強く選好されながらも、環境としては
「静かである」ことは他エリアほど強く求められておらず、図書館のLCとして意図した、個人利用の場合でも周り
に人がいることが好ましく感じられる環境となっていた。このように、Active Area全体としてグループ利用と個人
利用が棲み分けられ、図書館資料が活用されるグループ利用、個人利用でありながらもそれほど強く静かな環境を求
めないといった、特徴的な利用形態が新たに確認できた。
またSilent Areaには従来以上に「静かである」ことを好む利用者が、QuietAreaには静かに集中した利用をしな
がらPCを用いた作業を志向する利用者が増え、各エリアに特徴的な環境・要素への選好の傾向が強まっていた。中
央図書館全体として、多様な利用者のニーズを意図したエリア分けが機能し、各エリアが明確な位置を持って用途ご
とに使い分けられ、かつ図書館が意図した狙いと利用者の受け取り方が一致していることも確認できた。
図書館以外の学習施設に関しては、飲食等が可能で、気軽に、開放的に利用することができると評価されている一
方で、学習の場としての環境ではないという意見が多く見られた。図書館は資料を探す・勉強をするといった明確な
目的を持って使われることが多く、図書館以外の学習施設のような気軽さはないものの、ある程度の利用ルールや制
限があるために、学習目的での利用に適した集中できる環境が整った場として捉えられていた。また、その他の意見
として、「そもそも図書館とそれ以外の施設では利用目的が違うので、中央図書館と比べてどうとかは分からない」と
いう指摘も見られたように、飲食も会話なども可能な気軽に利用ができる施設も望ましい一方で、図書館にまで同じ
ような機能を求めるわけではなく、気持ちを切り替え静かに集中して学習をする、他の学習施設とは異なった位置付
けの施設として明確に使い分けられていることが強くうかがえた。総じて、図書館が他の学習施設では代替の効かな
い役割を引き続き果たしており、特に学内でも数少ない「学習や研究のための場所」、「静かに集中して学習ができる
場所」、「一人になれる場所」として認識され、そのために好んで利用する層から変わらず支持されていることが分か
った。
以上のことから、LC改修は、利用者の図書館への選好に本質的な変化はもたらさず、図書館の LCとして意図し
た影響が様々な点で表れ、より多様な利用者のニーズや利用形態に応えられるようになったことが分かり、狙った効
果を確認することができた。図書館ならではのLCとしての機能、また様々な学内の学習施設との棲み分けられ方や、
他の施設と比較した際に図書館に対して求められる機能や役割についても明らかとなり、今後の図書館の在り方のみ
ならず、学内全体の学習施設の在り方についても示唆を得ることができた。
B. アンケート調査についての総括
今回の調査では、2016年度調査に引き続き、図書館が利用者に好まれる主要な要素、利用の決め手となる環境や機
能、またその影響力構造を明らかにすることを意図した設問の組み立て方の手法、及び1位率と得票率という分析の
指標を用いたが、その有効性を改めて確認できた。本調査手法によって、利用者の強い選好を示す1位率だけでなく、
1 位率はさほど高くないものの高い得票率を得る注目すべき要素や環境の存在など、単純な選択肢の複数回答式の設
問では見出だせない多様な分析が可能である。SilentArea、QuietArea、2階ActiveArea、3階ActiveAreaと、図
書館が意図した各エリアの性質に応じた利用者の選好が、それぞれの要素・環境の 1 位率と得票率の差異によって、
調査結果にも明確に表れていた。
一方で、本調査における「中央図書館を利用する際に欠かせないと思う要素や環境」に関する設問の選択肢には挙
げられていない、図書館が利用者に好まれるさらなる隠れた要因の存在も示唆されていた。本調査手法によって算出
される各要素・環境の影響力の平均点は、半数以上の回答者が影響力を持つものだと認識している場合に 0.5となる
が、本調査結果では、影響力が大きいと見なされた要素・環境の大半が平均点 1.0以上となった一方で、影響力の低
いものは平均点が0.1程度と、両極端な結果となった。また、2階Active Areaや3階Active Areaの結果からは、利
用者の多様な選好がうかがえたものの、他のエリアのように平均点 1.5以上を獲得する、影響力が顕著に大きい環境
や要素は見出せなかった。LC 改修を経たことで、図書館が利用者に好まれる要素や環境はより一層多様化し、本調
査の選択肢にはない新たな要因が存在する可能性も考えられる。こうした新たな図書館やLCの環境、実際の空間の
使い方や具体的な選好については、フォーカス・グループ・インタビュー調査をはじめとした質的調査を通じて利用
者の認識を探ることで、なぜ図書館が利用者に好まれるのか、その要因となる具体的な要素・環境を改めて見出し直
す必要があろう。
おわりに
本調査の趣旨に賛同いただき、アンケート回答に協力いただいた利用者の皆様に、この場を借りて心より御礼申し
上げる。紙幅の都合で、本稿では各設問とも主要な回答のみを抜粋して掲載したが、本調査を通じて図書館に寄せら
れた様々な要望は、学習・研究環境をさらに充実させていくための貴重な意見として、今後の検討の俎上に載せてい
きたい。加えて改修の効果検証については、引き続き追跡調査を行うことで、今後も検証と改善への取り組みを進め
ていくものとしたい。
また、調査結果の集計や取りまとめに当たっては、利用者支援課の山田晃子氏に多大なるご助力を賜った。ここに
記して感謝の意を表したい。
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資料 1 実際に用いたアンケート用紙
場所としての中央図書館利⽤に関するアンケート
Users questionnaire regarding the Central Library as a place
2019 年 5月 22 日
早稲田大学図書館
2019年4月、中央図書館の2階・3階の改修が完了し、ラーニング・コモンズを拡充するとともに、館内の利
用エリアや機能の大幅な⾒直しを⾏いました。このアンケートは、利⽤者の皆様が、新しくなった中央図書館の施
設や機能をどのように考えているのか、また図書館に対してどのようなことを求めているのかを調査し、今後のサービ
ス改善に生かすことを目的としています。ぜひ、率直なご意⾒をお聞かせください。
This is a survey for Central Library users intended to assess how you use and what you
expect from the Library spaces. Please tell us what you think to help us improve our
services. Thank you for your cooperation.
１．調査項目
問１ 中央図書館の施設や機能について
問２ 中央図書館の利⽤エリアについて
問３ 図書館・図書室以外の学習施設について
２．配付方法
5/22（水）の 10:00、13:00、16:00、19:00 の 4回、それぞれの時間帯に
各エリアをご利⽤の⽅に直接配付します。もし同一エリアで重複して受け取った場合は
回答不要です（お手数ですが用紙は破棄してください）。別エリアで受け取った場合は、
それぞれでご回答いただいて構いません。
３．回収方法
退館ゲート付近にアンケート回収箱を用意しています。本日の退館時にご投函ください。
＜お問合せ先＞
早稲田大学図書館 利⽤者⽀援課
中央図書館 2階レファレンスカウンター
Tel:03-5286-1659 E-mail:ask-lib@list.waseda.jp
本アンケート結果は、図書館サービス改善を⽬的とした調査・研究のために利⽤することとし、
統計的な処理のうえ、公表されることがあります。
調査へのご協⼒ありがとうございます。利⽤資格、利⽤頻度、滞在時間について、該当する番号に○をつけてください。
利⽤資格 1.学部学生 2.大学院生 3.教職員・研究員 4.校友 5.その他（ ）
利⽤頻度 1.ほぼ毎日 2.週に 4-5 回 3.週に 2-3回 4.週に 1回 5.月に 1-2回 6.年に数回 7.ほとんど使わない
滞在時間 今日はどのくらい滞在予定ですか？ 1. 30分未満 2. 30分以上-1時間未満 3. 1時間以上-3時間未満 4. 3 時間以上
問１ 中央図書館の施設や機能についてお伺いします。
1-1 中央図書館を利⽤する際に⽋かせないと思う要素や環境を、以下の選択肢から 3つまで選び、1位〜3位それぞれのカッコ内に
該当する番号を記入してください。
1 位（ ） 2位（ ） 3位（ ）
1. 必要な資料がある 2. 静かである 3. 一人で作業ができる
4. 備付インターネット PCが利⽤できる 5. 無線 LAN で PC 等が利⽤できる 6. グループで利⽤できる
7. 図書館員に質問・相談ができる 8. 利⽤したい時に開館している 9. その他（上のカッコ内に具体的に記入）
1-2 普段、中央図書館をどのような⽤途で利⽤しているのか、当てはまる番号すべてに○をつけてください。
1. 資料の利⽤ 2. 資料を借りる 3. 電⼦ジャーナルやデータベースの利⽤
4. 授業の予習・復習 5. レポート、論⽂作成 6. 期末試験等の勉強
7. 資格試験等の受験勉強 8. その他の調査や研究 9. 備付インターネット PC の利⽤
10. グループ学習・ディスカッション 11. 図書館員に質問・相談する 12. 空き時間を過ごす
13. その他（この欄に具体的に記入してください）
1-3 普段よく中央図書館で利⽤する場所はどこか、以下のフロア図を参考に、選択肢の当てはまる番号すべてに○をつけてください。
2F 3F 4F
①2階閲覧席(Silent Area) ⑧3階閲覧席(Silent Area) ⑭特別資料室
②2階閲覧席(Quiet Area) ⑨3階閲覧席(Quiet Area) ⑮AV ルーム
③コモンズ 1 ⑩コモンズ 3（新聞・雑誌、文庫・新書コーナー含む） ⑯複写・マイクロ資料室
④コモンズ 2 ⑪コモンズ 4 ⑰4階図書館ラウンジ
⑤グループ学習室 1・2 ⑫バックナンバー書庫
⑥サイレント・リーディング・ルーム 1 ⑬サイレント・リーディング・ルーム 2
⑦リフレッシュ・ルーム、コーナー(入退館ゲート外)
※フロア図にない 1階ならびに地下の施設は、以下の選択肢の番号に○をつけてください。
⑱1階研究書庫 閲覧席 ⑲地下 1階・2階 閲覧個室 ⑳地下 1階・2階研究書庫 閲覧席
①
④
②
③
⑤
⑥
⑦
⑧
⑪
⑨
⑫
⑩
⑬
⑭
⑮
⑯
⑰
1-4 中央図書館の施設や機能について要望や改善してほしい点があれば、順に 3 つまで記入してください。
1 位：
2位：
3位：
問2 中央図書館の利⽤エリアについてお伺いします。
2-1 今ご利⽤中のエリアは***** Areaです。
中央図書館には複数の利⽤エリアがありますが、なぜ、あえてこのエリアを利⽤していたのか理由を教えてください。
Silent Area 静かな環境を保つエリア。PC・電卓等の機器の使用も発話も禁止。
Quiet Area 静かな環境を保つエリア。PC等の機器は使用できるが発話は禁止。
Active Area グループ学習が可能なラーニング・コモンズ。機器の使用および発話も可能。
今のエリアを利⽤していた理由：
2-2 各エリアの席数について、「1減らすべき」「2適当である」「3増やすべき」のうち、もっとも当てはまる番号に○をつけてください。
また、選択した理由も教えてください。
Silent Area
Quiet Area
Active Area
選択した理由：
2-3 改修前後で各エリアの利⽤⽅法に変化がありましたか。当てはまるものに○をつけてください。
改修前の中央図書館を使ったことがない
改修前と変わらない
改修前と変わった（↓以下に内容をお書きください）
内容・理由：
→次ページに続きます
1 減らすべき 3増やすべき2適当である
1減らすべき 2適当である 3増やすべき
1減らすべき 2適当である 3増やすべき
問3 図書館・図書室以外の学習施設についてお伺いします。
3-1 図書館・図書室以外（中央図書館や各キャンパス図書館、学生読書室以外）でよく利⽤する学内の学習施設、自習場所、
時間を過ごす場所などを、以下の選択肢から 3 つまで選び、1位〜3 位それぞれのカッコ内に該当する番号を記入してください。
1 位（ ） 2位（ ） 3位（ ）
1.W Space（7号館、早稲田アリーナ等） 2. コンピュータールーム 3. サークルの部室・たまり場
4. 研究室 5. 各学部・研究科の学生ラウンジ 6. 空き教室
7. 学内の飲食施設 8. 特にない 9. その他（上のカッコ内に具体的に記入）
3-2 これらの施設が、中央図書館と⽐べて良いと思う点、悪いと思う点、それぞれ教えてください。
中央図書館より良いと思う点：
中央図書館より悪いと思う点：
3-3 本日は、これらの施設ではなく、なぜあえて中央図書館を利⽤していたのか、理由を教えてください。
以上でアンケートは終了です。
中央図書館 2F の退館ゲート付近にアンケート回収箱を用意しているので、退館時にご投函ください。
ご協⼒いただきありがとうございました。
資料 2 中央図書館の施設や機能についての要望・改善して欲しい点（1 位のみ、主な回答を抜粋・集約）
開館時間・日数について （40件）
土日の開館時間を延長してほしい （22件）
平日の開館時間を延長してほしい（もっと朝早く・夜遅く） （10件）
休日開館日を増やしてほしい （5件）
24時間開館してほしい （3件）
各エリアに関する意見 （38件）
エリアルールに反したな利用（Quiet Areaや Silent Areaでの発話、Silent Areaでの PC等）が多い （7件）
Active Areaでの発話や音が気になる・禁止してほしい （7件）
グループ利用できるエリアを拡充してほしい （4件）
Quiet Area と Silent Areaの什器が古い・施設を更新してほしい （4件）
PC・電卓が利用可能な席（Quiet Area）を増やしてほしい （3件）
エリア分けのルールが徹底されていない・サインや掲示が不十分 （3件）
Quiet Areaでの電卓利用を禁止してほしい （3件）
Silent Area内で騒音が気になる場所を改善してほしい（コピー室・自動ドア周辺） (2件)
Refresh Area を拡充してほしい （2件）
Active Areaで発話がし難いのを改善してほしい （1件）
Active Areaに一人で使えるスペースを増やしてほしい (1件)
各エリアの利用者数に偏りがある （1件）
館内環境について （34件）
寒い・暑い/空調が効きすぎている・効きが悪い （11件）
図書館員の見回り、不適切な利用者への注意をもっとしっかりやってほしい (9件)
他の利用者が立てる音がうるさい（筆記音・紙をめくる音、Quiet Areaのタイプ音などルールに則った利用の範囲で）
(7件)
混んでいる (2件)
過剰な場所や席の専有をやめさせてほしい (2件)
観葉植物を増やしてほしい (1件)
見回りを止めてほしい (1件)
国際会議場の消灯時間が早い (1件)
閲覧席について （29件）
閲覧席の環境改善（材質・照明の改善等） (12件)
座席数を増やしてほしい （5件）
机を増やしてほしい （3件）
椅子席を増やしてほしい （3件）
ソファ席を増やしてほしい （2件）
閲覧席の仕切り（コモンズ 4）を高くしてほしい （2件）
スタンディング席を設けてほしい （1件）
仕切られた閲覧席を増やしてほしい （1件）
館内施設・設備について （18件）
トイレ環境の改善 (6件)
新しい用途の施設の設置希望 （3件）
お湯が出る機器を設置してほしい (3件)
消耗品の迅速な補充 (2件)
ゴミ箱を増やしてほしい (1件)
展示室の改善 (1件)
施設の汚れが気になる点がある (1件)
個人ロッカーがほしい (1件)
無線 LANについて （18件）
Wi-Fiを改善してほしい（強くしてほしい・つながりやすくしてほしい） （7件）
Wi-Fiが使える場所を増やしてほしい （7件）
Wi-Fiの利用対象者を拡大してほしい (4件)
機器利用環境について （18件）
電源を増やしてほしい （14件）
PCを利用できる席を増やしてほしい （2件）
プリンタを設置してほしい （2件）
喫食環境について （17件）
飲食可能なスペースを設置してほしい (6件)
蓋のついていないものなど、飲み物の持ち込みルールの緩和 （3件）
自動販売機を設置してほしい （3件）
飲食可能エリアを拡充してほしい (3件)
リフレッシュ・ルームの開室時間を延長してほしい (2件)
資料について （16件）
ある分野の資料を増やしてほしい （4件）
雑誌・新聞を増やしてほしい （3件）
資料の写真撮影・スキャンを認めてほしい (2件)
資料の電子化を進めてほしい (1件)
学生読書室を中央図書館に合併してほしい （1件）
新刊を早く配架してほしい （1件）
欠本を補充してほしい （1件）
参考図書を一定の条件で貸出してほしい (1件)
校友にも資料を貸し出してほしい (1件)
コピー機利用を簡単にしてほしい (1件)
研究書庫について （9件）
研究書庫の入庫手続き・ルールの緩和 （4件）
研究書庫でWi-Fiを利用したい （2件）
研究書庫の空調を改善してほしい (1件)
研究書庫のどこに何が配架されているのか分かりやすくしてほしい (1件)
研究書庫閲覧席で水分補給をしたい (1件)
入館について （6件）
入退館ゲートを改善してほしい （3件）
入館時の階段を改善してほしい (2件)
エクステンションセンター会員の入館方法を改善してほしい (1件)
検索端末・PC端末について （4件）
備付 PCの台数を増やしてほしい （2件）
WINE端末から検索結果を打ち出せるようにしてほしい (1件)
備付 PCエリアの利用者数が増えて使い難くなった (1件)
資料 3
今のエリアを利用していた理由（Silent Area）
静かである・集中できるため（34件）
静かだから、静かで勉強に集中することができるから、機器の音や話し声が聞こえないので集中して勉強ができる 等
必要な資料の利用のため（8件）
必要な書籍の本棚が近くにあるから、ちょうど読みたい本がこのエリアにあるため、棚から取った本の内容をちょっと確
認しようと思って座った 等
空いていたため（7件）
最も席が空いている印象があるため、比較的空いているエリアのため、Quiet Area よりも人が少ない 等
PC・機器を使わないため（6件）
PC電卓を使う予定がない、PC等を利用する必要がなかったため 等
その他（8件）
立地のため、雰囲気が好み、広くスペースが使える、改修前から使っていて慣れている 等
今のエリアを利用していた理由（Quiet Area）
機器が利用できるため（66件）
PCが使用可能なため、電卓をたたける場所であるため 等
静かである・集中できるため（42件）
静かなので集中できる、一人で静かに PCで作業できるから、勉強がはかどる 等
無線 LANや電源などの環境のため（15件）
無線 LANが使える、コンセントがある、充電できる 等
必要な資料の利用のため（7件）
参考図書コーナーが近いから、レファレンス図書を利用していたから、利用したい本の棚が近い 等
空いていたため（5件）
Active Areaが混んでいるから、Active Areaより空いているから、人の通りが少ない 等
居心地が良いため（2件）
何となく居心地がいい、居心地がいい
その他（9件）
飲み物が飲めるから、広くスペースが使える、気分、静かすぎるのが苦手 等
今のエリアを利用していた理由（2 階 Active Area）
機器が利用できるため（24件）
PCが利用できるため、備え付けの PCがあるから 等
発話ができる・グループ利用ができるため（21件）
必要な時に友達と話ができるから、グループ学習で情報を共有するため、友達と討論できる、話しながら作業ができる
から 等
静かすぎず気兼ねなく利用できるため（12件）
ほどよく人の話し声が聞こえて作業しやすい、ほどよい雑音があって過ごしやすい、人の気配があり集中できる、気を
遣わないで作業できる、周りの人たちも頑張っている姿が見えやすいので自分の刺激になる 等
立地のため（8件）
参考係受付に近い、入口・ゲートに近いから、トイレに近いから 等
無線 LANや電源などの環境のため（7件）
電源がある、充電しながら使いたかった 等
静かである・集中できるため（2件）
ある程度静か、課題などに集中しやすいから
必要な資料の利用のため（2件）
資料を見ながら作業をすることが多いため、辞書の書架に近いから
その他（6件）
飲み物が飲めるから、きれいだから、ソファなのがよい、スペースが広く使える、机が大きい 等
今のエリアを利用していた理由（3 階 Active Area）
機器が利用できるため（23件）
PCを利用した学習を行うため、学術データベースを利用できる端末の利用 等
静かすぎず気兼ねなく利用できるため（17件）
物音を立てても気にせずに作業できるから、気兼ねなく作業に集中できる、他の利用者の雑音が適度、雑音がほ
どよく集中できるから、敷居が低そうだから、パソコンなどの発生する物音に気を遣わなくて良いから、Silent
Areaは静かすぎて緊張する 等
静かである・集中できるため（11件）
ここも割と静か、発話可能なエリアではあるが静かであるため、程よく静かだから 等
必要な資料の利用のため（11件）
読んでいる本（文庫）の棚に近いから、雑誌・新聞が読める場所、新聞・雑誌コーナーの利用、3階の本の利用
等
無線 LANや電源などの環境のため（10件）
Wi-Fiあり、充電が必要だったため、コンセントを利用したい 等
机や椅子が快適なため（9件）
イスが快適だから、椅子と机の高さが丁度よいから、イスが軟らかい、ソファがある、椅子の形が好きだから 等
席に仕切りがあるため（LCだが個人席があるため）（8件）
個人で使える席がたくさんあるから、隣のブースとの間に仕切りがある、一人のスペースが確保してある、机がパ
ーテーションで仕切られている、周りの人たちも学んでいるのが半透明板で分かるため以前より勉強する意欲が
わく 等
居心地がよいため（8件）
居心地がよいから、Quiet Areaより居心地がよい、一番過ごしやすくて落ち着くから、リラックスできる 等
新しい・綺麗なため（7件）
キレイだから、設備が新しい、新しい環境につられたから、
発話ができる・グループ利用ができるため（5件）
友達と話せる、友人と一緒に気軽に学習できるから 等
その他（12件）
いつ企業から電話がかかってくるか分からないからロッカールームの近くで勉強したい（立地のため）、開放的だ
から、視野が良くて広いから、気分、空いていたから、外の空が見られる、席数が多いから、勉強に適しているか
ら 等
資料 4
Silent Area を減らすべきという理由
PC・電卓を使えないエリアは不便なため（29件）
PCが使えない場所は使い難いから、PC可にしてほしい、PCを使わない学習には限度があるから 等
他エリアに比べ利用者が少ないため（20件）
利用者が目に見えて少ない、他のエリアは人が多すぎて使えないことがあるから 等
静かすぎるため（2件）
無音は逆に効率悪い、Silent Areaまでの静かさを必要としている人は少ない
その他（3件）
Silent Areaの必要性がよく分からないから、Silent Areaでも騒音を立てる人がいるから、Silent Areaを利用する場
合が少ないから
Quiet Area を減らすべきという理由
他エリアに比べ利用者が少ないため（6件）
いつも空いているから、他のエリアの席が埋まっていることが多いから 等
その他（2件）
Active Area くらい気軽に利用できるスペースを増やすと良い、エリアは PC利用の可否の二分だけで良い
Active Area を減らすべきという理由
図書館で発話やグループ利用はすべきではないため（7件）
図書館は本来静かな場所であって然るべき、本当に静かに勉強したい人の場所が狭くなっている、基本的に図書館で
は発話を伴う学習はすべきでない、静かな空間が保障されている場所は図書館ぐらいなので 等
発話やグループ利用ができる他の施設があるため（6件）
7号館など話しながら作業できるスペースは多くあるから、別に図書館でなくてもできる、学部棟のラウンジや開放教室
を使うこともできる 等
Active Areaでの発話やグループ利用は少ないため（3件）
Active Areaでも話せる雰囲気ではないのでそれならばなくしても良い、発話はあまり見かけられず、それ故に「静か
である」という前提で利用している個人が多い、Active Areaでしゃべっている人はそれほど見かけずQuiet Areaとそ
こまで大差はない
学習目的以外で利用されるため（3件）
本当に学習しているか微妙、学習以外の用途で使う人が多すぎる、Active Areaは雑談している方々がいるので
Silent Area を増やすべきという理由
静かな・集中できる環境を増やしてほしいため（3件）
静かに勉強できる場というのは貴重だから、1人で集中したい人がもっといるはず、静かな環境が好ましいから
席が少ないため（3件）
まれに席につけないことがある、いつも来ると人が先にいたりして探すときがある、Silent Areaは他エリアに比べ個別
に仕切られた席が少ない（仕切りのある席を増やしてほしい）
その他（2件）
Active Areaの意義は分かるが空間的には限定されるべき、図書館に来てくつろぎを求める人はあまりいないから
Quiet Area を増やすべきという理由
混んでいるため・席が少ないため（20件）
いつも人が多く混んでいるように感じる、他のエリアよりも混みあうことが多い、Quiet Areaは日中は満席近くになるの
でやや狭苦しく感じる 等
PC・電卓を使いたいため（10件）
PCを使った一人の作業が多いため、PCの利用がレポート作成などで大前提となっているから、PCは皆使うので 等
静かな・集中できる環境を増やしてほしいため（5件）
静かな環境の方が集中できる、PC利用ができ適度に静かなQuiet Areaは需要が高い、静かなところが好きなので
等
Active Area を増やすべきという理由
混んでいるため・席が少ないため（20件）
いつ来てもほぼ満席、コモンズは席がすぐ埋まるから、昼過ぎに混雑して席待ちすることがある、Active Areaは定員
が飽和している、Active Areaはいつも混んでいて席が無さそうでヒヤヒヤするから 等
発話やグループ利用できる環境を増やしてほしいから（6件）
話しながら作業をするところを増やしてもいいのでは、グループ学習の時、席が見つけられないことがある、Active
Areaが満席で使えない時がありグループ学習ができなくて大変困った、大学内でディスカッションできるスペースはあ
まりに限られすぎている、学生交流の点からも Active Areaは増やすべき 等
利用しやすい・快適だから（4件）
Active Areaは利用しやすい、快適なので、居やすいところが増えてほしい、Active Area をよく使うから
PCを使いたいから（2件）
備付インターネットPCの台数が限られておりうまっていて利用できないことがある、持ち込み PCの利用スペースが限
られているため
その他（2件）
Active Area も十分静かだから、理由なし
資料 5 改修前後の各エリアの利用方法について
肯定的な変化
各エリア分けや各エリアルール、複数エリアの使い分けに言及したもの
各 Areaがきちんと分けられ、そこでの禁止条項なども徹底されているようなので、良かったと。また、雨の日など、外
のベンチが使えず、一休み（軽食など）する場所が見つからず困っていたが、Refresh cornerが設けられて助かった。
総じて利用しやすく、各コーナーが快適に整えられ、蔵書数も（地下１，２階も利用するので）含めて素晴らしい図書館
と思っている。（校友として感謝している）
改修前は正直あまりエリアの違いを認識できておらず、PCを抱えて右往左往していた。改修後は利用頻度が上がった
のもあり、エリアの区分けが分かりやすくなったのもあり、その時々で適当なエリアを見つけられるようになった。リフレ
ッシュルームがまたとても便利で、朝早く開館前についてしまったときなども入れるため重宝している。ほどよい雑音が
多く、リフレッシュルームで課題をやる人も見かける。
エリア分けが分かりやすくなった
用途別エリアの導入により、メリハリのある利便性が生まれた
用途別に使えるのでありがたい
エリアごとに用途が分けられたのが良かった
3 カテゴリーのバランスがよいのでは
Silent Area と Quiet Areaの区切りがより分かりやすくなった
気分に応じて Active Area と Quiet Area を使い分けている
その日の作業や気分で適当な場所が選べる
図書館の利用形態の幅が広がったようだ
内装がきれい。いろんなエリアが増えた。
やはり話す場所ができたので、資料閲覧のほかにグループワークや授業の予習等、話し合いが必要な場面での使用
が増えたように感じる
以前よりグループ学習室を使うことが増えた。以前は2階を使うことが多かったが、3階のコモンズエリアが快適で集中
しやすいので使うことが多い。リフレッシュルームで食事をとれるので、長時間利用することが多くなった
PC作業と一人で作業できるエリアが増え利用しやすくなった
話せるようになったので、グループ学習にも使うようになった。行く頻度が増えた。リフレッシュスペースありがたい。
学習スペースが増えてとても良い。学習スペースが多様化した。
サイレント・リーディング・ルームが私語禁止になり、サイレントエリアに声が響かなくなり、利用する機会が増えた
3階 Active Areaが使いやすく、閲覧席（Silent Area等）をあまり使わなくなった。
以前はさほど利用する席を気にかけなかったが、今はまず、その時の作業する気分や集中したい度合いによってエリ
アを選んで利用するようになった
以前はコモンズ 3,4 を使っていたが、今はコモンズ 1 をよく使う。WiFiがつながりやすいから
全体的に居心地が良くなり、とても良い。ただ Active Areaが発話可能とあるが、あまり発話できそうな環境でなく、
Active Area≒Quiet Areaに等しく同じような環境の印象。よりアクティブな⑤グループ学習室がもう少し増えると、学
生の活発な議論の場が生まれると感じた（ＯＢ目線で）
特定のエリアの利用や選好に言及したもの
2F閲覧席からコモンズ 4にきた。席が使いやすいです。個人用みたいになっているのも良い
2階のコモンズ 1が広々としていて使いやすくなったので使う機会が増えた
3階 Silent Area を利用するようになった
3階 Active Areaのコモンズ 4の使用頻度が上がった
3階の Quiet Areaがリニューアルされ、以前よりそちらに向かうことが増えた。利用方法は特に変わっていない
3階の現コモンズエリアを自習場所としていたが、新 Silent Area or Quiet Areaに移動した
3階のコモンズ 3・4 を多く使うようになった。
Active Areaがきれいになった
Active Areaが好き
Active Areaが雰囲気が良くて◎
Active Areaで話して勉強するようになった
Active Areaの席数が増えたため、図書館での作業がしやすくなった
Active Area を積極的に利用するようになった
Active Area を利用している留学生が多くなった
PCの所がきれいでよくなっている
Quiet Areaの 3階の窓際の席がカッコイイので使ってみた
Quiet Areaの人が減ってありがたい
Silent Area を利用する頻度が上がった
以前は 2階の閲覧席を使っていたが、3階のコモンズ 3,4の方が開放的で個人的に好き
以前は Quiet Area をよく利用していたが、今はコモンズの机の方がいいから、ここをよく利用している
以前より 3階をよく利用するようになった。人が多くても静かで落ち着ける
今まで 2階しか利用してなかったが、3階を利用するようになった。3階（Active Area）がきれいになったから。
今までは閲覧席の利用が多かったが、コモンズの方が勉強しやすいので、閲覧席にあまり行かなくなった
主に 2階を利用するようになった
快適。リラックスルームできて便利になった
グループ学習の可能なエリアが増え、その利用頻度が増えた
コモンズ 1,2で備付インターネット PCを利用する機会が増えた
コモンズ 3,4に情報機器の使用を前提とした席数が増えたため
コモンズエリアなど使いやすい場所が増えた
コモンズを使うようになった（雰囲気がよくなったので）
雑誌利用できるエリアが増えました
たまに軽食を食べられるエリアを利用している
話し合いができるスペースの利用が増えた
目的なしに Active Areaで集まるようになった
リフレッシュコーナーで食事をとったり、コンセントで充電をできる場所が増えたため、利用時間が増えた。
リフレッシュルームができたため、気分転換しやすくなった。利用するようになった
エリア以外の、館内の施設や設備、環境や雰囲気の変化に言及したもの
2階,3階で個人スペースが増えたこと、また、きれいになったことで、図書館に来たいと思えるようになった。電源を持っ
てきて長時間、あるいは、空き時間、居場所として使うようになった
2階,3階がきれいになり、読書したいと思う環境になった
3階が利用しやすくなった。外を見ながら勉強できる場所がとてもすき
3階に行かなくなった。PCが使える空間が広くなった
3階がとてもきれいになっていてとても快適。外が見える席が解放的でとても良い
3階のイスなどがよくなった
PC台数が増えて快適になった。3階席もくつろげて、とても良い。PCから印刷できるようになってありがたい。
WiFiに接続できるだけで大変使いやすくなった
一番大きな変化は「居心地が良くなった」ため「長く滞在する」ようになった点
一部の場所がすごくきれいになり、空きコマ時間に来る学生が増えたように思う
閲覧スペースが使いやすくなった
閲覧席の机と椅子が新しくなったうえ、机も隣席との間に区切りができたため読書に集中できるようになったから
開放的になった。とても使いやすい。
カフェのような席が増えたので、静かな席を能動的に探して 3階まで行くようになった
ガラス戸が設置されて、より静かな環境に変わった
気軽に利用できる雰囲気になったと思う
きれい、きれいになった、とてもきれいで過ごしやすい
キレイなのが心地よくて良く来るようになった
きれいになったため。居心地が良いし、集中できる。
キレイになったので、少し駅から遠くても学部図書室より利用したいと思えるようになった
座席を確保しやすくなった
自習に使うようになった。自習机の使い心地が良いから
自習に適したスペースが増えて良くなった
清潔感が増した
席が多くなり、感じも違います
席が増えて電源も増えて、イスもいいから利用しやすくなった
備付パソコンを利用するようになった
机が増え、より勉強しやすくなった
電源のあるところが増えて気軽に座れる
電話ができるようになった、電話をできるルームを利用するようになった、ロッカーで通話ができるようになった点は大
変ありがたい
図書館に入ってすぐの場所がおしゃれになったと思う
長居しやすくなりました。椅子の座りごこちが良くなった。
飲み物が飲めるのが有難い
パソコン作業がしやすくなった。背もたれの心地が良いイスが増え読書する時に体が痛くなりにくくなったので、読書が
快適になった。よって読書時間が増えた
パソコンを使えるスペースが使いやすくなった
話すことや飲み物が飲めるようになり、よく行くようになった
勉強しやすい環境！！広々とした空間でリラックスして勉強できる
勉強スペース（机）が増えた
前に、より勉強していた（本を読む作文の手書き）が、今はレポートを書ける席が多くなったのでパソコンを持ってきた。
また前より、新聞や雑誌を読むことが増えた
止むを得ない外からの携帯電話の連絡に一定の場所で一定内応答できるようになったこと
良い設計だと感じている。
ランプを調整できる。よく来るようになった
利用者が増えた
利用の変化にのみ言及したもの
PC作業を積極的に持ち込むようになった
来やすくなった
さらに利用している
過ごしやすくなった
積極的に利用するようになった
使いやすくなった、より使いやすくなった
図書館で作業勉強したいと思うようになった
とりあえず来る場になった→本を手に取ることが増えた
勉強する場所が変わった
前は本を読むことが多かったが、今は他のこともするようになった
より気軽に足を運ぶようになった
レジュメの準備等の作業がしやすくなった
否定的な変化
各エリア分けや各エリアルールに言及したもの
PCが設置されているところはほとんど Active Areaなので、Silent Areaや Quiet Areaがあったら助かる
特定のエリアの利用や選好に言及したもの
Active Areaは混んでいることが多く、落ち着かない印象がある
若干 3階の新しいコモンズエリアが机の仕切りが低くなったので使う機会が減った。
パソコンエリアの人が増えてきたのであまり使わなくなった。改修前の方が良かった
3階の PCを使える個人のスペースの仕切りが近くなったので、視線が気になり、使いづらく感じた
エリア以外の、館内の施設や設備、環境や雰囲気の変化に言及したもの
カーペットはうすい赤紫のままが良かった…新しいものは早大らしくない
気に入っていたエリアの机が変わって作業がやりづらくなり、人も増えて静かではなくなった
文庫までが遠く大変不便
資料 6
中央図書館より良いと思う点
喫食環境（72件）
飲食しながら作業ができる、飲んだり食べたりしやすい、飲食物の規制が緩い 等
立地（72件）
中央図書館はキャンパスから離れている、教室に近い、アクセスが良い、集まりやすい立地 等
発話やグループ利用（56件）
ワイワイできる、もう少しうるさくできる、周囲を気にせず人と話せる、適度に騒々しい 等
環境や雰囲気（55件）
気軽に使える、開放的、物音を立てられる、リラックスできる、気軽に立ち寄れる 等
施設や設備（30件）
個人ロッカーが使える、プリンタが使える、Wi-Fiの質がいい、電源が多い、ホワイトボードが使える 等
利用可能時間（20件）
24時間開いている、9時前に開いている、時間の制約がない 等
空いている（15件）
人が少ない、空いている、人口密度が低い 等
PC利用環境（11件）
PCでの作業が行いやすい、PCの台数が多い、PCに特定のソフトが入っている 等
特にない（11件）
特になし、他の施設をあまり利用しない 等
入室が自由（7件）
学生証を出さなくても入れる、出入り自由 等
予約利用ができる（3件）
ネットで席が予約できる、必要な時間を確実に抑えることができる、予約ができるので確保が容易
その他（13件）
そもそも図書館とそれ以外の施設では利用目的が違うので、中央図書館と比べてどうとかは分からない、短時間の滞
在がしやすい 等 （ほか、設問の趣旨と異なる回答も多数）
中央図書館より悪いと思う点
騒音があり静かでない・集中できない（143件）
うるさくて集中できない、騒がしい、人の出入りが激しい、長時間集中したい時につらい、利用マナーがひどい 等
環境や雰囲気（69件）
空気が悪い、汚い、くさい、暗い、衛生状態、不衛生 等
混んでいる（40件）
混んでいる、席が少ない、人口密度が高い、空いていないことが多い 等
必要な資料が利用できない（33件）
資料にすぐアクセスできない、資料がない、勉強中に資料が欲しくなっても遠い、PCのみでは当たられる資料に限りが
ある 等
施設・設備（24件）
椅子が固い、Wi-Fiが弱い、コンセントがない、照明が暗い 等
利用可能時間（8件）
中央図書館と違い大学が閉まっていると入れない、授業があると使えない 等
立地（7件）
本キャンから遠い、図書館より教室から遠い 等
その他（13件）
お金がかかる、学習で利用する人とただ食べる人が混在している、利用の仕方がわからない 等 （ほか、設問の趣旨
と異なる回答も多数）
資料 7 本日、なぜあえて中央図書館を利用していたのか
静かである・集中できるため（123件）
静かに集中して作業ができるから、静かな環境で集中したかったから、静かな環境が徹底されているから、家だと宿題
勉強等に集中できないので 等
勉強をするため・課題に取り組むため（115件）
勉強をしたかったから、勉強する上で好ましい環境だから、論文を書くので、論文作成 等
必要な資料の利用のため（87件）
研究資料を調査するため、複数の資料を実際に手元で調べる必要があったため、資料を集めたかったため、中央図
書館にだけある外国語学術雑誌を利用したかった、何といっても蔵書数が多い 等
落ち着く・雰囲気が良い・滞在しやすいため（67件）
みんなが勉強や研究している、ゆったりとした時間の流れが感じられる、周りに勉強している人がたくさんいるので自
然とやる気がでる、アカデミックな空気が流れている、落ち着いて長時間作業がしたかったため、一番居心地が良いか
ら、雰囲気が集中しやすいから、息が詰まらない 等
施設・環境が快適なため（57件）
最近きれいになってより利用したいと思うようになった、施設がきれい、静かで快適、新しくなった3階が快適だから、椅
子が快適だから、机を広く利用することができるため、空間が広くて明るい 等
機器利用環境のため（35件）
備えつけのパソコンでレポートを書きたかったから、PC利用のため、PCの充電をしたかった、ネットアクセス、Wi-Fiも
あるから、電源を備えている 等
一人で使いたかったため（32件）
一人でいやすい、一人で作業するため、一人で過ごしたかった、一人で長く滞在できる、個別ブースとテーブルがある
等
立地のため（24件）
教室に近いから、本キャンにいるから、研究室に一番近いので、家に近いから、寮に近い 等
利用できる席がある・空いているため（24件）
席が空いている、空いている可能性が高いから、確実に席が確保できるから、ここしか空いているところがない、他より
空いていそう 等
空き時間を過ごすため（11件）
空きコマに行くから、空き時間に勉強したかったから、時間があったから、長い時間をつぶすのにちょうど良いから、休
講の授業があって 3時間の時間ができたので図書館に来た 等
発話ができる・グループ利用ができるため（8件）
グループワークがあったのでそのディスカッションのため、グループ学習を長時間したかったから、共同での発表準
備、複数人での使用に適している 等
喫食環境のため（8件）
食事が Refresh Area でとれる、飲食用スペースが用意されている、お昼も建物内で食べられる、水分補給ができる
等
何となく・特に理由はない（6件）
何となく改修後の中央図書館を気に入っている、気分 等
使い慣れている・習慣だから（6件）
使い慣れているから、毎日通うのが習慣化しているから、いつも使っているのでいつも通り来た、図書館で勉強するの
が日課 等
開館時間が長いから（4件）
中央図書館は 22時までやっていて使いやすい、遅くまで開いているから 等
その他（21件）
困ったとき職員が分かりやすく教えてくれる、レファレンスで申し込めば資料をすぐ手配してくれる、バリアフリー度が高
い、気分転換、場所を普段と変えることで気持ち切り替えが上手くいくから、図書返却のついで、勉強する場所が図書
館と学部図書以外はよく分からないから 等
